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見通しをもち ，自ら学ぶ 力 を育てる算数指導のあ り方 

@  1 学年繰り上がりのめるたし 算の指導を通して 一 

浦添市立宮城山   7 校教諭 大 嶺 愛 子 

1  テーマ設定の 理由 

21 世紀を指向した 新しい教育は ， 心の教育とともに 社会の変化に 主体的に対応できる 能力の育 

成を強調しており ， 「子ども一人一人が 自ら考え，判断し・ 自信を持って 表現したり。 行動した 

りできる創造的な 資質や能力の 育成」を目指している。 このような子どもを 育てるためには ， ど 

のような場面においても．自分の 力 で問題を解決していこうという カ ，つまり・ 「自ら学ぶ 力 」 

をつけることによって 達成されると は、 う 。 

平成 4 年度から実施される 新学習指導要領の 算数科においても ， 

1. 見通しをもち ， すじ 道を立てて考える こ と 

2. 算数のよさがわかること 

3. 算数を活用すること 

03 点が特に重視され ，更に低学年では ，具体的な操作などの 活動を通して 学習することも 内容 

自体に示されている。 

「自ら学ぶ 力 」とは、 問題に出会ったとき ， 既 有の知識や生活経験を 基にして自ら 課題をつか 

み ，見通しをもち ， すじ 道を立てて考え 解決方法を見い 出し正しく処理していける 力と考える。 

そこで，問題解決をするとき ，既習の内容の 中から必要なものを 適切 tc 選択しそれを 活用し 

「結果や方法などについての 見通しをもたせる 場 」を設定してあ げることは，意欲的でより 主体 

的な学習活動にっながるのではないかと 思、 う 。 

ところで・学級の 実態を見ると ，たし 算 やひき算の計算が 大好きであ る， お はじきやかぞえ 棒 

を使って夢中になって 遊ぶ，問題解決の 学習に慣れてきた 等の反面，問題把握が 不十分で解決の 

見通しが持てない 子 ，計算の答えを 出したが，どのように 考えたか言えない 子 ，操作と計算の 結 

果が結びっかない 子， のような反省される 面も多い。 

これらを・教師の 指導法の立場から 振り返ってみると ， 

      児童一人一人の 実態を十分把握していなかったのではないか。 

。 単元の系統や 基礎・基本を 明確にして指導の 系統性をふまえていなかったのではないか。 
。 児童が問題把握や 見通しを十分立てないうちに 自力解決をさせていたのではないか。 

。 多様な考えを 発表させながら ，教師の予定の 考えへまとめていたのではないか。   
などに要因があ ったと思われる。 

そこで， 1 学年の計算指導で 最重要教材であ る繰り上がりのあ るたし算を取り 上げ，一人一人 

に結果や方法についての 見通しをもたせ ，問題解決の 学習過程を展開することによって「自ら 学 

ぶ力 が育っ」のではないかと 考え ， 上のようなテコマを 設定した。 
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Ⅱ 研究の仮説   
基礎的・基本的事項を 明確にし，問題解決の 学習過程を組織すれば ，目ら学ぶ 力 が首っだろう。 

ゑ 仮説 2 》 

問題把握の場で 既習の学習を 基にして異同弁別をさせることによって ，結果や方法について 

の見通しがもてるだろう。 

く 仮説 3 》 

自力解決の場で 具体的な操作活動を 取り入れ，多様な 操作をきせることによって 解決の見 道 

しをもち，意欲を 持って学ぶことができるだろう。 

m  研究の全体構想 

l 社会の変化に @"  主体的に対応できる - 子 一 

ゑ 本校の教育目標》     

。 健康でいきいきした 子 。 すなおで心豊かな 子 。 よく考え正しく 判断する 子   

く 目ざす子ども 像 》   
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く 研究テーマ》 

  見通しをもち ，自ら学ぶ 力 を育てる算数指導のあ り方   

く 仮説 1 》 ん く 仮説 2 》 t   
を 組織すれば，自ら 学ぶ 力 ・ れば，結果や 方法の見通し をさせることによって 解決の 
が 育っだろう。 がもてるだろう。 見通しをもち ，意欲をもって 

  学ぶことができるだろう。 く 研究内容》 Ⅴ @@. 丁 

  

丁 

， 自ら学ぶ 力 と問題解決学習 
  見通しをもっことの 意義 
  操作活動の意義 
  基礎的・基本的事項の 明確 
化と位置づけ 

  加法・滅法の 意味と計算の 
きまり 

 
 

  

  

  問題提示の工夫 
子どもの興味・ 関心・意欲をもたせるよう 

な素材を工夫する。 
  見通しをもたせる 工夫 

既習の学習を 墓にして異同弁別させ ，解決 
の見通しをもっ。 
① 答えの見通し 
② 方法の見通し． 

・考えの見通し 
・操作の見通し 

  多様な操作を 生かす工夫 
具体的な操作活動を 通して自分の 考えや， 

友だちの考えを 認め，意欲をもって 学び合う 
場を工夫する。 
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W  研究の内容 

生涯学習が重要な 教育課題として 掲げられている 今日，自ら学ぶ 力 は基本的な力であ る。 算数 

科 において見通しをもっ 力 を育てるためには ，積極的にその 問題の解決を 図ろ う とする子どもを 

育成することが 必要であ り，見通しをもっということは 筋道を立てて 考えて い く上での前提条件 

であ ると考えられる。 そこで・ 「自ら学ぶ 力 」を育てるために ， 「問題解決学習過程の 充実」と 

「見通しをもたせる 工夫」に視点を 当てた。 

    基礎・基本的内容について 

清水締 海氏 によれば，「基礎的・ 基本的内容とは ，子どもが身につける 必要のあ る関心・意欲 

・態度・思考力・ 判断力・表現力などの 能力・技能・ 知識・理解などの 資質や能力を 指す」と 

している。 算数科における 基礎・基本的内容とは ，その学習を 成立させるために 身につけてお 

かなければならない 知識 ( 概念・原理・ 法則・用語・ 記号 ) や技能 ( 計算・測定・ 作図技能 ) で 

あ り，更に数学的な 見方・考え方も 含まれる。 基礎・基本的内容が 単に覚えることにとどまら 

ず ，自分の学習や 生活に生きて 働くものとして 身につけることができるには ，子どもが自ら 学 

ぶ意欲を持ち ，主体的に学習が 展開される問題解決学習の 過程を通してよりよくできるといえる。 

2. 問題解決学習について 

Ⅲ 問題解決の指導の 意義 

① 問題解決の指導は ，児童一人一人に 確かな自己教育力を 育てるために 大切な指導であ る。 

「自ら学ぶ」目標を 定め，主体的な 学び方を身にっ け ，適切に判断し 行動できるような 力 

を 育てるために ，問題解決の 指導は必要不可欠であ る。 

② 問題解決の指導は ，指導過程と 児童の学習過程または 思考過程とそよりよく 関連づける 

ことが出来るという 点で，意義深い 指導であ る。 

③ 問題解決の指導は ，教科目標をよりよく 実現するために 必要不可欠であ る。 

基礎的な知識と 技能を身につけることは ，問題解決の 過程を通してよりよく 出来る。 ま 

た ，見通しをもち 筋道を立てて 考えることは ，問題解決そのものであ るといってもよい。 

すなわち，問題解決の 学習過程において 見通しをもち 筋道を立てて 考えることが 必要にな 

り ，その体験を 通してよりよく 出来るようになるのであ る。 

(2) 問題解決の指導のポイント 

① 指導計画の段階で 指導の重点を 明確にして，意図的，計画的に 行うこと。 

② 個に応じたきめ 細かな指導をすること。 

③ 学習意欲を高める 工夫をすること。 

① 多様な出来方への 対応を工夫すること。 

3.  「見通し」について 

Ⅲ 「見通し」が 強調された背景 

一層必要になること。 

② 自分のものの 見方や考え方を 持ち ， 自ら判断し，主体的に 社会の変化に 対応していく 
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(2@  「見通し」をもつ 場面 

問題解決を進めていく 場合，常に見通しをもって 活動できるようにすることが 重要であ る。 

その際，見通す 対象により「結果に 対する見通し」と「方法に 対する見通し」を 考えること 

が出来る。 見通しをもっ 場面は，既習の 内容の中から 必要なものを 適切に選択し・それを 活 

用 しながら考えを 進めていく場面であ る。 これは，児童の 主体的な学習を 促す最も重要な 場 

面ということができる。 

  
丁 

め あ てを っ かむ 

Ⅰ 

「一一一一一一一一一 
結果の見通しや 方法の見通しをたてる 一一一一一一一一一 

「 
  

  

  

  

  

  

    ⑨結果の見通し 

  

  

  
答えは， これくらいに ・ 前 Ⅰ こ ，学習したこと   

  なりそうだ。 がっかえないか   

・こんなふうにでき   

  そう ヵご 

  

  
  

  

  

  

  

お う   

  
・図や表を っ かな う   

  

l 一 一一 " 一一一一一一 "" 一一 " 一 " 一一一一 "" 一一一一一 """ 一 " 一一一 " 一 "" 一 " 一一 """" 一一一 " 一 " 一 "" 一 " 一 " 」 

士 

自ら考え解決する カ 

(3) 見通しをもっことのよさ 

  ① 児童自らが自由に 考え，多少回り 道をしてもやがて 具体的な手がかりを っ かめるよ う に 

なる。 

② 具体的な操作などによって ，結果の見通し ， 大きな誤りをふせ ぐ 。 

③ 自分の立てた 見通しを実証しようとする 態度・意欲を 高める。 
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(4) 見通しをもたせる 指導上の留意点、   

の 結果の見通しと 方法の見通し 相 互の転換を明確にする。 

②問題把握を 明確にし・分かっていること 分かっていないことを 明確にしてから 見通しを 

もつ。 

③ 試行錯誤でも 児童自身に考え 組み立てる機会を 与える。 

① どのようになりますか ，どうしてこうなるか 考えなさい，という 問題に目をむけ 見通し 

をもたせるよさを 分からせる。 

4. 素材の工夫について ( 課題作り ) 

「自ら学ぶ カ 」は ， 学ぶ意欲を起こさせることから 始まる。 子どもの心を 動かし，子どもが 

本当にやってやろうとする 気持ちを起こさせるには ，既成の素材そのものよりも ，多少とも 教 

師の手でアレンジされた 温かさの残る 素材のほうがよい。 それらは子どもの 経験に密着した 素 

材 ，子どもがその 中で活動できる 広さを持った 素材であ るといえる。 

教材の本質 児童の実態 

  よい素材の工夫 

く子どもの立場から》 1  ゑ 算数の目標から》 

く はっきりしている 

。 親近感や真実感がもてる 

。 興味・関心・ 疑問・不思議さ・ 好 。 興味をひくもの 

。 必然性や必要感がわかる。 。 多様な考えが 生かせるもの 

0 適度の抵抗や 困難さを感じる 。 できそうだという 確信をもたせ 

" 満足感や成功感を 味わえる 

% １ 

意欲をもち，見通しをもち 

自ら学ぶ学習へ 
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5. 操作活動について 

見通しをもち 筋道を立てて 考え，数理的に 処理する能力と 態度を育成するための 大切な万策 

として具体的な 操作や思考実験などの 具体的な活動が 重視されている。 

Ⅲ 具体的な操作活動を 生かす意義 

① 体験的な学習をすること。 

② 算数を創り出すこと。 

③算数を理解したり 説明したりすること。 

(2) 具体的な操作活動を 生かす 場 

①問題作りや 問題把握，学習の 動機づけに生かす。 

②経験を豊かにし ，イメージ作りに 生かす。 

③ 結果や解決の 方法の見通しに 生かす。 

④概念や法則などを 発見したり，それらの 理解を助けるのに 生かす。 

⑥ 筋道を立てて 考えるのに生かす。 

⑥ 解決の方法を 明らかにするために 生かす。 

6. 加法・滅法の 意味と計算のきまり ( 基礎・基本的事項 ) 

Ⅲ 加法・減法の 計算の流れ 

加法・減法の 計算に関する 学習は・およそ つ ぎのようにまとめられる。 

① 計算が用いられる 場面を知る。 ( 計算の意味を 知る ) 

増加，合併   
永銭， 求差   

② 計算が用いられる 場面をふやす。 

日常の経験をふり 返り，加法や 減法のお話作りをさせる。 

③ 計算の方法や 性質を見い出したり ，計算技能を 身につけたりする。 

  何千，何百などの 単位の大きさを 作る考え 

・ 8+6  一チ 6 から 8 に 2 あ げて 1 0, 1 0 と 4 で 1 4           0) をつくる 

<@ 398+25--@ (398+2) +@ (25-2)         4 0 0 をつくる 

            

一 " " 一 " 。 "--- 。 一 ' 。 。 一 "  一 ' 
                  1 をつくる 

A+B ニ (A+m) + (B 一 m) ( 加数分解 ) 
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・ 398+25  一升 400+25 一 2 

・ 0. 98 千 0. 63 二 1 +0. 63 一 0. 02 

A+B 二 ( (A+m) +B) 一 m ( およそいくらという 見積り ) 

引く数を分けて 何十や何百からひく 計算にする考え 

Ⅰ 2 一 9  一チ 9 を 2 と 7 に分けて 2 からひ く 

・ 4 02 一 9  一 402 一 2 一 7 

            

          

A-- (B+m).=Ap-B 一 m  A--B ⅠⅠ (A 一 m)  -- (B 一 m)  ( 吉士 算 のきまり ) 

引く数を何十や 何百というように 見て後でたす 考え 
ⅠⅠ 2 9 一チ 1 2 を t 0 と 2 とみて， t 0 から 9 ひいて後で 2 をた す 

・ 4 0 2 一 9  一 40 0 一 9+2 

          
' 一 "  " 一 " ' 一 " "  " 一 +  - 

          

(A+m) 一 B 二 A 一 B+m   減 加法 ) 

単位のいくつ 分と見たり，何倍かしたりする 考え 

・ 500+3 00    1 0 0 が 3 と 2 で 50 0 

・ 0. 5 一 0. 3  一チ 0. 1 が 3 と 2 で 0. 5   
    

  '" " 一 一 " 一 
    

が 5 と 3 で 十 
      1@ 7 

一 + 一一 チ 一一が 9  と 8 で一一   Ⅰ 2 Ⅰ 2 

mXA+mXB=mX (A+B) 
AXm+BXm=@ (A+B) Xm ( 単位のいく っ 分の考え ) 
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(2@ きまりを見い 出したり，それを 活用したりすることの 指導上の留意点、 

① 第 1 学年の指導は ， 数や計算のイメージを 大切にすること。 

0  8+6 の計算の仕方の 例 

・加数を分解する 考え 

8 は，あ と 2 で 10 だから， 6 を 2 と 4 に分解する。 

C8 + 6 二 8 + 2 + 4) 

  計算のきまりを 活用する考え 

8 は 10 より 2 小さいから・ 8+ 6 は， 10+6 より 2 小さい 

C8 + f6=m0+ f 一 2) 

0  12 一 9 の計算の仕方の 例 

・被減数を分解する 考え ( 減 加法 ) 

12 を， 10 と 2  に分けて， 10 から 9  をひいて 1  ,  1  と 2  で 3 

C10 一 9  二 1  1  +  2  二 3  )  (12 一 9  丁 10 一 9  +  2  ) 

・減数を分解する 考え ( 減 減法 ) 

9 を 2 と 7 に分ける 

(12 一 9 二 12 一 2 一 7) 

  計算のきまりを 活用する考え 

12 一 9  は， 12 一 10 より 1  大きい 

(12 一 9  =  ]2 一 10 千 1  ) 

このよう @(,, 数を分解して 考えたり。 計算のきまりを 使ったりして 計算の仕方を 考える 

ことができるのであ る。 しかし， これらの考え 方がどのように 数を操作しているのか ，具 

体的な操作を 用いて説明できるよ う にしておきた い 。 そ う することが，一層，計算や 数の 

イメージを豊かにさせることになる。 

② 答えの大きさに 対する見通しを 立てる活動を 大切にする。 

数の範囲が広がったとき ，既習の計算を 使って答えがどのくらいになるのか 見通しを立 

てる活動を大切にしたい。 それは， この見通しを 立てる活動が 計算の仕方を 見い出したり 

答えの大きな 間違いをしないで 済むことにっながるからであ る。 

③ 計算カードのゲームなどを 通して計算のきまりに 気づかせていく。 

④ 進んで活用できるよ う 数の特性を見極める 力をつけるようにする。 
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V  授業実践 
第 1 学年 算数科学習指導案 

]. 単元老 たしぎ 目 2) 

2. 単元の目標 

(1 位 数 ) + (1 拉致 ) で ， 和が 10 より大きくなる 場合の和を求める 手順について 理解させ， 

繰り上がりのあ る計算ができるようにする。 

3. 単元について 

Ⅲ 教材の系統 

                                                く 1 年 ノ                                                                                                                                                                                                                                               

        ・一つの数をほかの 数の和 

や差とみる。 

・和が 10 までの加法の 意味 

と計算方法の 理解 

， 1 位数一 1 位 数の意味と ・繰り下がりのあ る       

計算方法の理解 加法の意味と 計算 づ 減法の意味と 計算             方法の理解 

・ 2 位数 +2 位 数             

繰り上がり繰り 下         

  がりなし 
・ 20 までの数の表し 方 ， 

え方 

3 口の加減計算 

  

  

く 2 年 ノ   
          ・ 2 位数十 2 位数で繰り上がり 繰り下がりのあ る計算 

        ，加法では，加数と 被加数を交換しても ，答えは同じになること 

        ・加法・減法の 筆算形式   
(2) 指導内容の本質 

本単元の「たし ざん @2j 」は ，   和が 10 以上になる数に 拡張し 8 千 6 や 7 千 5 などの和が「 10 

といく っ 」の 2 つの数の構成であ ることに着目して ，加数，被加数どちらでも ，小さな数を 

「大きな方の 数の 10 の補数」と「たす 数」にわけて ， 10 を作る方法を 理解させ，答えを 求め 

ることが主な 指導内容となる。 

繰り上がりのあ るたし算は ， 繰り下がりのあ るひき 算 とならんで 1 年の計算指導の 最重要 
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教材であ り，将来への 基礎となるものであ る。 ここでは「 1 の位の数が 10 になったら 10 とい 

ぅ 単位が 1 っ でき，十の位におきかえる」という 数の十 進 構造そのものを 学んでいるのであ 

る 。 

2 年では，筆算によって 記数法をそのまま 用い ， 位による計算で 処理できることを 学ぶ。 

基数どうしのたし 算が暗算まで 高まっていないといけない。 また，かけ算の 筆算においても 

かけ 算 九九の習熟とともに ，たし算の習熟が 必要になる。 かけ 算 九九の暗しょうがよくでき 

ていないために 誤る場合もあ るが，誤りの 多くは繰り上がりのたし 算が念頭でできないこと 

とに起因することが 多い。 

そこで， 本 単元の指導では ，単なる計算の 方法として覚えさせることを 急がず，既習の 考 

え 方や計算を使って 答えがどの位になるのか 見通しを立てる 活動を大切にしたい。 更に ，お 

はじきやかぞえ ぼう などの操作活動を 手がかりにしながら ， 1 位 数と 1 位数の和が 10 以上に 

になる場合は ， 「 W0 といく っ 」と数を構成する 操作であ るということを 納得させたい。 

く 繰り上がりのあ るたし算の方法》 

① 8+6 の被加数に 1 ず つ 数えたす考え。 

⑧～⑨⑩⑪⑫⑬⑭ 

②被加数 8 に補数の 2 をたして 10. 10 と 4 で 14 とする考え ( 加数分解 ) 

00000000  一 ⑨ 000 
③加数 6 に補数の 4 をたして 10 ， 10 と 4 で 14 とする考え ( 被加数分解 ) 

O00 ㎏ 一 00OOOO 
①被加数 8 を 5 と 3, 加数 6 を 5 と 1 , 5 と 5 で 10 ， 3 と 1 で 4, Ⅱ   

児童の多様な 考えを取り上げ ， 「 ]0 といく っ 」と数を構成するよさに 気づかせた い 。 

く 見通しについて》 

十 8 6 は 10 よりおおきいだろう 

・結果の見通し @ う 
・ 8+ 1 二 9, R4 2 二 10. 8 + 3 二 1n でふえて 

， 10 のまとまりをつくり ，ばらを たす 

  ・考えの見通し   一づ・ひとっず つ 数えた す 

・ お はじきを使おう 

・かぞえぼうを 使お う 

の 見通し   一づ ・キャップを 使おう 
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㈲ 基礎・基本的内容 

基 にな る考え 

Ⅲ 同じ単位の個数を 表す 

数字ど う しでなければ ， 

たしたりひいたりできな 

い。 

(2) 大きな単位にまとめら 

れれば大きな 単位に直し 

て，大きさをとらえやす 

くする。 ひき算では，ひ 

けないときは ，大きな 単 

位から 1 くり下げて， 小 

さな単位にくずしてから 

ひく。 

(3) 計算を正しくらくにす 

るために数のきまり ( し 

くみ ) や計算のきまり 等 

をうまく利用するとよい 

既習の考え 

と
，
 

    尤
 
@
 
よ
 

  

2
 と

る
 

7
 
 
よ
Ⅳ
 

わ
 

 
 

1
 
 
ム
ル
 

と
成
 

8
 

構
 

は
の
 

9
 

数
 

・ ¥Q の数の構成がわかる。 

  3 口のたし 算 やひき算のと 

きも大きな単位㎝に 目をつ 

けて計算するとよい 

6 +4 + 3 二 13 

  
13 

12 一 2 一 Ⅰ 二 9 

  
・ ¥W の数の構成が 使える。 

  3 口のたし 算 やひき算のと 

きも，計算を 正しく， らく 

にするために ， ]0 になる数 

をうまく利用するとよい 

こ こでの考え 

  同じれ う ちを表す数字ど う 

し をたすことができる。 

  もとの数とたす 数のどちら 

も同じなかまのものの 数な 

のでたしてよい。 

・ 15 は 10 と 5, 10 は 8 と 2, 

7 は 2 と 5, などの数の構 

成が使える。 

  「 8 +3 」のように， たし 

て 10 より大きくなるときは ， 

はじめに， 10 を作ってつぎ 

に残りをたせばよい。 

・ ]0 の数の構成が 使える。 

・もとの数とたす 数のどちら 

をもとにすると 10 を作り安 

いかを考えて ， 10 を作るの 

に必要な数を ， もう 1 つの 

数から移すと 速く計算できる。 

・ 10 は ( 1 と 9, 2 と 8, 9 

と 1 ) の 2 つの数で構成さ 

  れていることを 使うとらく 

に 10 がっくれる。   
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5. 単元全体の学習計画 

学 習 内 容 

1  ほり おこし 

8 +6 のような繰り 上が 

2  りのあ る計算のしかた 

本 
時 

  
9 +4 のような繰り 上が 

りのあ る計算のしかた 
3 

( 加数分解 ) 

4
 

3 +8 のような繰り 上が 

りのあ る計算のしかた 

( 被加数分解 ) 

5 

抽象数のひき 算の総合的 

な計算練習 
  

6+7 のよっ 繰り上が・ な 、 。 。 ， 

りのあ るたし算の適用 題 

6 

たし 算 カードを使って 計 

7  算 練習 

8 Ⅰ 

{
 

ろ
 

ご
 

す
 算

ト
 

し
 

ス
 

た
 

T
 

9
 
.
 托
 

  

問 題 文 

さる山に大人のさるが 8 

頭，子供のさるが 6 頭い 

ます。 みんなで 何頭 いる 

でしょう。 

かごにみかんが 9 こと 4 

こ あ ります。 あ わせてな 

んこでしょう。 

白いがんこが 3 わ 黄色い 

がんこが 8 わいました。 

みんなでなん わい るでし 

よつ 。 

9+8 の計 ト 算をしましょ 

  

赤い花が 6 つ ，黄色い花 

が 7 つさいています。 あ 

わせて い く っ さいている 

でしょう。 

習
 

も
練
 

い
 
、
 

ム
ル
 ん

 

な
 
う
 

で
ょ
 

ド
し
 

一
ま
 

力
し
 

す ごろくゲームをしまし 

ょつ 。 

まとめのテスト 

め あ て   評価 
  

既習の内容がわかる 

の
、
カ
 

ん
ろ
 

さ
い
う
 

い
ろ
 
ょ
 

け
 

い
 
し
 

の
を
ま
 

6
 

た
え
 

+
 

か
が
 

8
 

し
ん
 

繰り上がりの 

あ る計算方法 

を 工夫して 求 

めることがで 

きる。 

9+4 のような計算 加数分解のし 

をはやくじようずに かたで計算で 

するにはどうしたら きる。 

いいでしょう。 

3+8 のような計算 被加数分解の 

をはやくじようず lc  しかたで計算 

するにはどうしたら ができる。 

いいでしょう。 

  計算が上手にできる 繰り上がりの 

よ う に練習しょう 計算ができる 

  たし算のおはなしで 

練習しましょう。 

 
 

問題文から式 

を導き ， 繰り 

上がりのあ る 

計算が正しく 

速くできる。 

繰り上がりの 

あ る計算が正 

しく速くでき 

る。 

 
 

で
す
 

ム
 

を
 

 
 

価
 

ゲ
評
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6. 本 時の指導 

山本時の目標 

(1 位 数 ) + ml 拉致 ) の計算で繰り 上がりのあ る場合の計算方法をいろいろ 工夫して， 

  和を求めることができる。 

(2) 観点利目標 

関心・態度 考 え 方 矢 n 識 ・理解 技 ヒ ム ヒ 日 

H+6 の計算を自分 10 より大きくなると 繰り上がりのあ る 計 具体物を使って 6 を 

0 着想でいろいろに きは， 10 の 数 構成を 算に見通しをもち ， たす操作を通して 答 

考えて解決しょうと 利用して 10 とい く っ 計算のしかたがわか えを求めることがで 

する。 と 考える。 る 。 きる。 

(3) 授業仮説 

く仮説 1 ノ 

  遠足で行った 動物園のさる 山の間題を提示することにより ，繰り上がりのあ る計算で答 

えを求めようという 意欲が持続できるだろう。 

く 仮説 2 ノ 

。 問題把握の場で 既習の学習を 基に異同弁別し ， 答えの見通しや 方法の見通しをもたせる 

よよ う にすれば・課題に 対して見通しがもてるだろう。 

く 仮説 3 ノ 

  自力解決の場で。 おはじき。 かぞえぼうなど 具体的な操作活動を 取り入れることによっ 

て多様な計算のしかたを 考え ， 自ら学ぶ 力 を育てることができるだろう。 

(4) 展 開 

    学習活動 ( 児童の反応 ) 

つ 
さる山に大人のさるが 8 頭，子供のさる 6 頭います。 

みんなで 何頭 いるでしょう。 

か 
1. 学習問題を っ かむ 

① お話を聞いて ，問題場面を 考 。 お話や絵を見て 遠足での ィ 

えましょう。 メージを作る。 
む 

② 大事な言葉や 数は何でしょう 0  。 大人のさるが 8 頭 

問題提示 子どものさるが 6 頭   

評 価
 

く 仮説 ] ノ 

。 絵 とお話で場面 

のイメージをも 

っことができる。 
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る
 

え
 

由
り
 

ん
 

ネ
 
ル
 

む
 

ネ
 
ル
 

つ
 

 
 

 
 

 
 

  

  。 みんなで円頭でしょう。 

 
 

たし算の場であ るとわかる。 

8 -f-6 です。 

④ 答えはど す L くらいになりま 結果の見通し 

すか。 
  

結果の見道・・ -8 %2 で 10 ， 6 は 2 より大きい 

  
⑤ 今までのたし 算とくらべてみ 5 +3 は 10 より小さいが 

ましょう 異同弁別 8 +6 は 10 より大きい 

5 + 3 

00000@ -@ *@@ 

2. 学習のめあ てを考えましょう。 

。 みんなで言いながらめあ て 

学習課題 を書く。 

8 +6 のけいさんのしかたをいろいろかんがえましょう。 

3. 8+6 の計算のしかたはどのよ。 。 答えの求め方を 考える こ と 

う にすればよいか 予想しましょう。   を確認する。 

考えの見通し 操作の見通し 

考えの見通し…‥ 10 のまとまりを づ くり，ばらを たす 

ひとっず つ かぞえて たす 

操作の見通し - … お はじき かぞえ ぼぅ 

  キャップ 数 図 

  

予想、 される反応 
自力解決 

1  8 に後の 6 を数えた す 。 

⑧～ ⑨⑳⑪⑫⑱⑬ 

② はじめから①③と 数えた す 

③ 8  と 2  で 10,  10 と 4  で 14 

( 山ロ数分解 ) 
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。 関係の言葉を 手 

がかりに加法の 

立式 ができる。 

く 仮説 2 ノ 

。 答えの見通しを 

もっことができ 

る 。 

。 め あ てをもっこ 

とができる。 

く 仮説 2 ノ 

考えの見通し ， 

操作の見通しを 

もっことができ 

る。 

。 自分なりの考え 

で解決すること 

ができる。 

く 仮説 3 ノ 

具体的操作活動 

をすることによ 



ま
と
め
 

く
ら
べ
る
 

れ
ん
し
ゅ
う
 

④ 6  と 4  で 10 ， 10 と 4  で ]4 

( 被加数分解 ) 

⑤ 5    と 5  で 10 ， 3  と 1  で 14 

5. 自分の考えを 友だちや先生に 紹 。 自分の考えを 発表する。 

介しましょう。 比較検討 。 友だちの考えと 似ている 

所や違いを見つけるよう 

に聞く。 

。 いろいろな計算の 仕方が 

あ ることがわかる。 

。 似ている考え 方はどれでしょう。 。 ①と②です。 

。 ③と①と⑤です。 

6.  「 7 +4 」 「 8 +Ei 」の計算も 

みんなの考えでできるでしょう カ ㌔ 。 友だちの考えた 仕方でも 

@@ 7@ + 4 やってみる。 

@@ 8 + 3 
適 用 

  

㌣
 

を
 

と
 

こ
 

ナ
 
」
 

 
 

ム
ル
 

わ
 

で
ぅ
 

強
よ
 

勉
し
 

の
ま
 

日
め
 

今
と
 

ま
 

7
 

10 より大きいたし 算の仕方はいろいろあ る。 

。 数えたすしかた 

。 10 といくつでたすしかた 

 
 

第
 
6
 

計
 
え
る
。
 

 
 多

方
が
 

て
し
と
 

つ
め
こ
 

。 わかったことを 

使ってたし算が 

できる。 

くまとめの視点 ノ 

。 友だちの考えで 

わかったこと 

。 自分の考えのよ 

いところ 

基本的な板書の 構成 

① 問題場面 ③ 学習のめあ て ⑥ まとめ 

絵 ， 文 ， 図等を め あ てにそって 

提示 Ⅰ 自分の言葉でかく 

丁 ④ 自力解決 小 @ 

( 多様な考え 

② 異同弁別見通し C l  C 2  C3  C4  ⑤ 練 習 

・結果 ・考え 

・操作 
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る
 

て
 

あ
 

を
 

 
 

視
 

 
 

 
 

程
 

過
 

習
 

ぐ
羊
業
 

広
 

ら
学
 

自
 

ち
 

も
 

を
 

し
 

通
 

見
 

 
 

 
 

 
 

W
 

  

  

  
過 

十 u 王   

つ 

か 

む 

主 な 授 業 展 開   反 省 と 考 察 

  

T  今日の勉強をはじめます。 

この絵の場面は ， 何をしているのでし 。 遠足の経験からクイズを 取り入れて 

よつ 。 関心・意欲 問題を提示したのは ，関心・意欲を   ( 仮説 1 コ C  遠足だよ。 高めるのによかった。 

T  秋の遠足は，どこへ 行ったのですか。 

C  子供の国です。 

T  子供の国にこんな 所があ ったかな。 

C  さる 山 だ。 。 問題提示するのに 時間が長い。 手短かにし 

こどものさる だ 。 @  てまとめのほうに 時間をかけたほうがよ い 。 

おかあ さんざるもいたよ。 

日本猿だね。 かわいいね。 

T  今日はさる山のさるのお 話でお勉強を 

しましょうね 0 ノートを出しましょう 0  。 一人一人が問題をノートに 書いたり，声に 出 

と
 

礎
 

基
 

0
6
 

習
あ
 

 
 と

こ
 

こ
な
 

 
 り

も
 

だ
て
 

ん
と
 

 
 し

し
 

  

C  みんなでなんとういるのでしょう。 

T  さるはみんなでなんと う ぐらいです ヵ ㌔ ( 仮説 2 コ 

C  U4 ヵ ざよ 。 14  (27 人 ) 

13 だよ 。 結果の見通し 13 C5 人 ) 

先生 お はじきで数えていい。 はっきりしない C6 人Ⅰ 

¥2 だよ 。 

T  どんな式になりますか。 
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く
ら
べ
る
 

え
る
 

ん
が
 

ネ
 
ル
 

C  8 +f です。 

T  なぜたし ざ んをするの。 。 どんな言葉を 手がかりにたし ざ んになるの 

C  みんなでだからたしざんです。   かはっきりおさえることは ，演算・決定をす 

T  これまでやったたし ざ んと比べてみま・ る 視点、 として大事であ る。 

  

回
 

三
回
 

 
 

 
 

 
 

し
 

C  5 と 3 で 8 になりました。 

T  8+ 6 も一度で答えがわかりますか。 

C  6 が違います。 

ln より大きいよ。 

T  そうだね。 10 より大きくなりそうです 

ね。 答えを予想したけど ，なぜ 14 になる 

( 仮説 2) 

  既習の学習 C5 +3) と本時の (8 + 6) 

の異同弁別をしてあ と，子どもが 操作の見 

通しに目が入って 考えの見通しをしっかり 

もたせてから ， 自力解決をさせると・ 最後 

まで意欲を持って 取り組めたのではない 力も 

か 考えて発表しようね。 

今日の勉強のめあ てをかきましょう ぬ 

「 

  

  

  
T  何を使って考えたらいいでしょう。 

C  かぞえ ぼぅ でやります。 

わたしはおはじきでやるよ。 

キャップ キャップ (2 人 ) 

T  友だちや先生にもわかるよ う にひろい お はじき (19 人 ) 

ろ 考えましょうね。 

C  おわった。 やっぱり 14 だよ。 

これどうやって 書くのかな。 。 早くできた子がいるので 多様な考え 

T  ちょっとやめて。 おはじきをな 

とき， い く っ になるかすぐわかる 

ならべるのよ。   。 自力解決では 教師の言葉を 少なくする " 

T  友だちが発表してくれます。 

聞きましょうね ， 比較検討 。 発表の約束はきちんと 確認したほ う 

  し T ぅご 君からが願 い します。 が よい。 

Cl おとなのさるが 8 とうで子どものさる 

が 6 とうで，こうして 2 をあ わせると 14 ci・ Ⅰ   OOO 
とうになりました。 質問はあ りませんか。 

ぼくと同じ考えの 人はいますか。 
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C2 どうやって 14 と気がついたんですか。 

Cl 8 に 2 をおいて 10 にして，後 4 あ るの 

  
で 14 です。 

C3 ぼくはかぞえ ぼぅ で考えました。 2 を 

，ら 8 の所に うつ して 10 のまとまりと 4 の ば 

らで 14 とうになりました。 

C4 わたしは 5 と 5 で 10 ， 3 と 1 で 4 なの 
べ   

で，あ わせて 14 になりました。 

  C4 わたしは 2, 4, 6, 8,10 ， 12,14 

る
 

といって数えました。 

T  みんなの考えを 比べてみようね。 

Cl くんは何のまとまりをつくったの。 

C  lo のまとまりです。 

T  C2 くんは。 

C  l0 のまとまりです。 
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              沖ゆ田 
    

  

  C4・                 
」 

1 

( 仮説 3 コ 

一 加数分解 ① 一 17 人 

多様な解決 

操作活動 

                              ㌻ 4 人 
      

  T  C4 さんの考えも 10 にまとめられるか   2 つの考え方…‥ 3 人   

な 。 2. 4, 6 と数えてみよう。 

C  う ん， 10 になるよ。 

  

  。 見通しをもって 自力解決出来なかった 子や 

lT  そうだね， 10 のまとまりとばらで 考え l 解決の遅い子への 個人指導の手だてをど う l 

・ているね。 するか今後の 課題であ るとの指摘があ った。   
A 子の活動 B 男の活動結果の 見通し 7% ニコ 

結果の見通し l ルもウ 考えの見通し も からユ % と，て 

考 えの卯   通しⅡ 、 たの ヂ L, ゆそ " え毛 操作の見通し 察し サ ，、 托 ・ て Ⅳ ヒラ 

操作の見通し 与はじ 億 l. れり 刀蜂珠   ・ え 澱瓢墜   鸞， " 鱒 をせ 2 窃 たして 旦 Z 午も た こし 刊ム / 

 
 

T  では， 7+5. 9+3 もこんな 

れ ふう にできるかな。 

ん C  7 と 3 で 10 ， 10 と 2 で 12 

し 9  と 1  で 10 。 10  と 2  で 12 

  でしょう。 頭で考えていてね。 間で盛り込みすぎではなかったかと 反省が 

では，今日の 勉強を終わります。 あ った。 
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 と思 、 い 込んで い た 1 年生の子ども 達が，問題解決 学 

習の過程を組織し 見通しをもたせる 学習を通して ，問題にたいして 意欲的に取り 組も う という 

態度が現れてきた。 

山 加法・減法の 基礎・基本を 明確にし，問題解決の 過程を組織することによって ，学習に意 

欲 的に取り組む 態度がみられだ。 

(2) 新学習指導要領における「見通しをもつ」ことの 背景とよさを 理解することができた。 

㈲ 既習の学習を 基に異同弁別することで ，答えや考えの 見通しをもって 学習が進められた。 

(4) 操作の見通しによって 意欲的に活動する 子が多く，また ，多様な操作で 解決をできる 子も 

いた。 

2. 今後の課題 

田 年間を通した「見通しカード」の 作成と活用 

(2) 基礎・基本を 定着させるために ，進級テストやステップテストを 単元の中で効果的に 生か 

す 工夫 

@3@ 比較検討での 発表を充実させるための 表現力の育成 

3. おわりに 

あ っという間に 過ぎた 4 ヵ月でした。 この研究の機会を 与えて下さいました 保 久村教育長， 

福山所長をはじめ ，指導助言をいただきました 宮城小学校の 桃 原 徹雄先生・親身になってご 指 

導， お力添え下さいました 研究所の方々や 宮城小学校の 先生方，研究員の 温かい励ましで 無事 

研修を終えることが 出来ました。 深く感謝致します。 

4. 引用，主な参考文献 

・小学校算数科指導資料                                                                                                                   文部省 ( 東洋館出版 ) 

「指導計画の 作成と学習指導」 

・算数科のキーワード                                                                                                                           清水 辞 海監修 ( 明治図書 ) 

「算数科における 問題解決学習」 

「具体的な操作や 思考実験などの 活用を生かす」 

・新しい算数科授業研究・ 教材研究シリーズ                                                             新算数教育研究会篇 

「見積りや見通しを 生かす指導」 ( 明治図書 ) 

「計算の意味と 計算法則を活用する」 

・初等教育資料 8 月号・ 10 月                                                                                                       文部省小学校 課 

・小学校算数 実践指導 細案 1 年                                                                                           和田義信・川口 延 監修 
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